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肝胆膵がんの分子学的および臨床的特徴の解明を目的とした研究 

 

◆研究の目的と概要◆ 

当院では肝胆膵がんについて腫瘍遺伝子変異と予後の関係について調べています．本研究

では各遺伝子変異の特徴を明確にすることで今後の分子標的治療薬開発時における効果の

明確化を目的としております． 

 

◆対象となる患者さん◆ 

 2014 年 1 月 1 日から、2024 年 12 月 31 日までの間に、病理学的に確認された切除

不能・転移性または再発性の肝胆膵がんと診断され，同期間において当院で治療を実施した

方． 

 

◆研究に使用される情報◆ 

・以下の患者さんの背景情報を収集 

性別、人種、年齢、身長、体重、ECOG パフォーマンスステータス、腫瘍の病期、原発部

位、血算・生化学検査結果、腫瘍マーカー、転移部位、リスク因子およびその他の初診時デ

ータ 

・以下の治療経過情報を収集 

診断日、一次および以降の治療レジメンとその期間、治療開始日、（該当あれば）手術日、

術後補助療法の有無と（該当あれば）その開始日、（該当あれば）再発／病勢進行の確認日、

最終フォローアップ日または死亡日 

・手術または生検検体に基づく病理学的特徴（組織型、分化度） 

 

◆情報の研究利用開始日◆  

  2026 年 2 月 1 日以降 

 

◆研究方法◆ 

 本研究は過去の診療録（カルテ）等からの情報を利用します。 

 

◆情報の提供を行う機関の名称及び研究責任者の氏名◆ 

本研究には、以下の病院・研究機関が参加しています。 

研究実施施設（アルファベット順）  研究責任医師  所在地  

CHA Bundang Medical Center  Hong Jae Chon  韓国  
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Chinese University of Hong Kong  Stephen Lam Chan  香港  

City of Hope  Aditya Shreenivas  米国  

Fundación Jiménez Díaz University 

Hospital  
Angela Lamarca  

スペイン  

Hannover Medical School  Anna Saborowski  ドイツ  

神奈川県立がんセンター  上野 誠  日本  

倉敷中央病院  上野 真行  日本  

京都大学医学部附属病院  武藤 学  日本  

MD Anderson Cancer Center  Milind Javle  米国  

国立がん研究センター 東病院  池田 公史  日本  

国立がん研究センター 中央病院  森實 千種  日本  

National Cancer Centre Singapore  Joycelyn Jie Xin Lee  シンガポール  

Seoul National University Hospital  Do-Youn Oh  韓国  

Stanford  Lipika Goyal  米国  

Taiwan Cooperative Oncology Group 

(TCOG)  
Nai-Jung Chiang  

台湾  

がん研究会有明病院  尾阪 将人  日本  

University of Michigan  Vaibhav Sahai  米国  

University of Toronto  Arndt Vogel  カナダ  

University Vita-Salute San Raffaele  Casadei Gardini Andrea  イタリア  

Vall d'Hebron University Hospital  Teresa Macarulla  スペイン  

Yale Cancer Center  Raghav Sundar  米国  

Yonsei Cancer Center  Choong-Kun Lee  韓国  

Roswell Park Comprehensive Cancer 

Center  
Kannan Thanikachalam  

米国  

New York University  Kristen Spencer  米国  

 

◆研究代表者◆ 

Lipika Goyal （スタンフォード大学、アメリカ合衆国） 

 

◆情報の提供先および当該国における個人情報の保護に関する制度◆ 

米国では日本と同程度の質で個人情報が管理されています。米国における個人情報保護 

の制度の詳細については、以下の URL をご参照ください。 

https://www.ppc.go.jp/enforcement/infoprovision/laws/offshore_report_americ

a/ 
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----------------------------------------------------------------------------------------- 

＊ 研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者さんを特定できる情報は

利用しません。 

＊ 本研究に関するお問い合わせや、カルテ情報の利用についてご了承いただけない場合、

以下の問い合せ先までメールでご連絡ください。ただし、解析中または、既に学会等で

発表されたデータについては、削除できないことがありますことをご了承ください。 

 

【情報の提供を行う機関の名称およびその長の氏名】 

公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 

院長 寺井 章人 

 

【問い合せ先】 

公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院   

消化器内科 研究責任者 上野 真行 

E-mail： kenkyu★kchnet.or.jp（臨床研究センター） 

（★を＠に変換して使用してください） 

 

この研究課題で利用する残余検体・診療情報等の利用については、医の倫理委員会によって

当該既存試料を用いなければ研究の実施が困難であるとの理由が認められ、倫理的観点及

び科学的観点から実施についての承認、また当院院長の許可が得られています。 

 

※【問い合わせ先】では、次の事項について受け付けています。 

 ・研究計画書および研究の方法に関する資料の閲覧（又は入手）ならびにその方法 

  （他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内に限られます。） 

 ・研究対象者の個人情報についての開示およびその手続 

 ・研究対象者の個人情報についての利用目的の通知 

 ・研究対象者の個人情報の開示、訂正等、利用停止等について、請求に応じられない場合

にはその理由の説明 
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